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本発表では、2流体プラズマのmid-planeでの

差動回転平衡解とエンドオン画像の解析結果

の比較を行い、この長時間共存状態について考

察したことを述べる。 

プラズマ閉じ込めの安定性に関する研究は

MHDの一流体モデルを用いて行われてきた。し

かし近年の測定技術の進歩と高性能なプラズ

マ閉じ込め装置の開発によって、一流体モデル

によって説明できない現象の解析が求められ

るようになった。それら現象の解析に期待され

ているモデルの一つとして二流体モデル  [1] 

がある。我々はBX-U装置 [2] を用いてイオン

流体と電子流体の二つの非中性プラズマの重

畳を行い、生成する二流体プラズマによって二

流体モデルにおいて予測される現象の検証実

験を行っている。二流体プラズマのイオンスキ

ン長は装置長程度にまで伸ばされている。FIG. 

1は装置の模式図を示している。測定にはエン

ドオン高速度カメラを用いており、プラズマ対

称軸方向に積分されたプラズマの二次元粒子

数分布を測定している。 

現在、イオン流体と電子流体の密度の比（非

中性度）をパラメータとした安定性を実験的に

調べている。二流体プラズマの平衡状態の一つ

になるイオン流体と電子流体が異なる角速度

で剛体回転する差動回転平衡[3]が理論的に予

測されているものの、確立されてはいない。

我々は、FIG. 1のワイヤープローブを用いて長

時間安定状態にあるプラズマに影を付けて、角

速度の計測を行うことで、差動回転平衡状態の

有無の検証を行うことを試みている。ワイヤー

プローブが作る影の振れ角は、Hough変換によ

る直線検出法を用いて行っている [4]。FIG. 2

は撮影された画像をHough変換した結果の一例

を示している。直線は画像左端の原点からの距

離ρとその直線と縦軸とのなす角θによって

一意に定められる。Hough変換によって二値画

像を直線が通る画素のρθ分布として表現さ

れる。FIG. 2において、赤く示されたθの範囲

が画像から検出されるワイヤープローブの影

の振れ角である。これによって振れ角の定量的

な評価を行い、差動回転平衡解で与えられる角

速度との比較を行っている。 

 
FIG.1: 実験セットアップの模式図 

 
FIG.2: 発光画像(左上図)を Hough 変換した結果 
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